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I.　は　じ　め　に

　植物の種子が散布される仕組みの一つに被食型種子散布
がある。その例としてよく知られているのは，鳥類（Masaki 
et al., 1994）や哺乳類の霊長目（Otani and Shibata, 2000）
など果実食性をもつ脊椎動物による散布である。これらの
動物は果実を飲み込んだり頬袋に入れた状態で移動し，親
木から離れた場所に種子を発芽可能な状態で散布すること
ができる。動物は植物から果実のもつ栄養素という報酬を
もらい，一方植物は動物に種子の散布を担ってもらう。こ
の相利的な関係は，動物－植物間の相互作用というフレー
ムワークの中で広く研究されてきた。
　今までの研究の中で，果実が一年中豊富な熱帯林をはじ
め多くの地域で完全に果実食の脊椎動物というものは少な
く，季節によって餌の種類をシフトさせていることが指
摘され（Herrera, 2002），さらに，食肉目も植物の種子散
布に貢献していることが明らかになりつつある（Herrera，
1989; Otani, 2002）。日本でも，たとえばツキノワグマ（Ursus 
thibetanus）は果実を採食することが知られ，特に秋季に
は多くの果実類を採食する（橋本・高槻，1997）。さらに，
液果を食べて種子の散布者として機能し（小池ら，2003），

季節によっては短時間で長い距離を移動することから（山
﨑，未発表データ），植物種子の長距離散布に貢献してい
る可能性がある。一方，植物の種類によってはツキノワ
グマが種子捕食者となっている例もある（小池ら，2003）。
また逆に，植物から動物に与える影響としては，森林にお
ける特定の果実の豊凶現象がツキノワグマの行動パター
ンに影響を与えることなどが報告されている（Oka et al., 
2004）。
　しかしながら，今までこの観点からの研究は日本では体
系的，網羅的に行われたことがない。既存の情報を整理す
ることにより，食肉目による被食型種子散布（および種子
捕食）による植物個体群の更新に対する影響，その逆に植
物の結実の豊凶の時空間変動が動物の生態に及ぼす影響を
明らかにするための基盤となる。国内においては現在ま
でに，ツキノワグマ，テン（Martes melampus），タヌキ
（Nyctereutes procyonoides）などの食肉目について，食性報
告の一環としてそれらがどのような果実を利用しているか
報告したものが断片的にみられ，地域変異があることが知
られている。これらの情報は，十分な量はあると考えられ
るため，整理・比較することでこれらの課題を検証に利用
することができる。そこで本稿ではこの 3種の食肉目を対
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象に本州以南での食性における果実利用の情報を整理し，
これらの動物種における果実利用や種間の違いの分析を
行った。分析の視点は主に，（1）ツキノワグマ，テン，タ
ヌキの 3種の間で利用する果実がどのように異なるか（あ
るいは似ているか）においた。また，その背景にあるメカ
ニズムを探るために，（2）植物の生活型や果実タイプによ
る利用の種間差を分析するとともに，（3）種子散布者とし
ての可能性を推察した。さらに，食肉目の果実食を整理す
るうえで明らかになった今までの研究の問題点や，今後の
食性調査や事例集積を行う際の課題について検討を行っ
た。なお，北海道については，本州以南とは動物および植
物の構成が大きく異なることから，本編では対象としな
かった。

II.　方　　　　　法

　1.　文 献 調 査
　日本国内での食肉目の果実利用に関するデータを文献か
ら収集した。また，著者の未発表データ，山﨑晃司氏から
茨城県の，後藤優介氏・有本勲氏から富山県の，藤田昌弘
氏から西中国地方のツキノワグマのデータを提供していた
だいた。なお，本論で用いる哺乳類の名称，学名は，阿部
ら（2005）に，植物の名称，学名は，佐竹ら（1999a， b）
に従った。
　2.　樹木の類型化
　収集した文献には，大規模で通年にわたる定量的な食性
調査の結果から，断片的な記述のみの文献までが含まれる。
本論ではそれらのうち，食肉目による果実の採食が確実に
観察され，その植物が種のレベルまで同定された観察記録
をデータとして用いた。
　各樹種は佐竹ら（1999a， b）および現場での観察に従い，
生活型を高木，亜高木（高木ではあるが成熟林分で林冠の
上層を形成することがめったにない樹種），低木，ツル植
物の 4タイプに，着果する果実タイプについては乾果，液
果の 2タイプに分類した。なお，液果は種子が多肉質の組
織（果皮，果托，仮種皮など）に覆われている果実と定義
し，乾果は液果以外の果実とした。乾果の代表的なものは
ブナ科，マメ科，エゴノキ科などの果実である。
　3.　データセットの作成
　総計で 90編の文献からデータを収集した。これらのデー
タにより，ツキノワグマ，テン，タヌキについて全部で
28都府県，木本植物 137種からなるデータセットが得ら
れた（付表‒1）。このデータセットに含まれなかった主要
な分類群としてはカエデ科，カバノキ科，ヤナギ科，モク
セイ科，マンサク科，シナノキ科，ツツジ科などがあるが，
これは動物の食物資源としては考えにくい分類群である。
また，日本の温帯域の主な木本相（東北日本海側冷温帯林 ; 
Nakashizuka and Numata, 1982b，中部太平洋側冷温帯林； 
Masaki et al., 1992，中部日本海側冷温帯林 ; Nakashizuka 
and Numata, 1982a，西日本日本海側冷温帯林 ; Yamamoto 
et al., 1995，九州暖温帯林 ; Tanouchi and Yamamoto, 1995）

と比較したところ，本データセットは，上記の 7科を除い
た構成種のうちのそれぞれ 91，88，86，75，42％を網羅
していた。暖温帯林での種数が少ないが，これはその地域
の文献が少ないためであろう。すなわち本データセットは，
そのデータの大半を得ている地域の主要な木本種のうち，
食肉目の餌資源となりうる果実の種をよく網羅していると
いえる。
　なお，他にも 7種類の食肉目（キツネ（Vulpes vulpes），
アナグマ（Meles meles），イタチ（Mustela itatsi），チョウセ
ンイタチ（Mustela sibirica），ハクビシン（Paguma larvata），
ノイヌ（Canis familiaris），オコジョ（Mustela erminea））に
ついてもデータが得られたが，報告数が少ないため解析対
象とはせず付表‒1にのみ記した。
　4.　解 析 方 法
　各動物の果実利用に対する生活型および果実タイプの影
響を明らかにするため，生活型あるいは果実タイプのカテ
ゴリーごとに，採食が確認された種の数と採食の確認され
なかった種の数をカウントして分割表を作成し，χ 2検定
によって偏りを検定した。

III.　結　　　　　果

　1.　植物種の内訳
　138種の植物を生活型で分類すると，高木と低木が約 50
種ずつで，亜高木やツル植物はそれよりも少なかった（表‒
1）。果実タイプで分類すると，液果タイプが大半を占めた
（表‒1）。生活型ごとの内訳をみると，高木，亜高木は乾果
タイプを比較的多く含むが（29％），その他の生活型では
液果タイプが多かった（88～93％）。サクラ属やクワ属な
どを除き，ほとんどの種が秋季に結実する種であった。
　2.　動物種間での食性の差
　138種のうち，ツキノワグマは 90種，テンは 86種，タ
ヌキは 49種の果実の利用が確認された（表‒2）。それぞれ
の植物種の各動物種の利用状況を概観すると，エノキ属，
クワ属，アケビ属，マタタビ属，サクラ属，ブドウ属，カ
キノキ属などは 3種のいずれにもよく利用されていた。一
方，クルミ属，ブナ属，コナラ属，クリ属等の堅果類，ク
ロモジ，ミズキなどはツキノワグマによる利用が他の 2種
に比べて多かった（付表‒1）。また，スノキ属などはテン，
ケンポナシ属などはタヌキによる利用が多かった（付表‒1）。
　3.　果実タイプと生活型の影響
　果実タイプ別の植物種数については，テンは液果の占め

表‒1.　ツキノワグマ，テン，タヌキが利用する木本果実種の
生活型，果実タイプごとの種数
Number of woody species consumed by three carnivorous 
species （Asiatic black bear, Japanese marten, and Raccoon 
dog） categorized by life forms and fruit types. 

高木
Canopy

亜高木
Subcanopy

低木
Shrub

ツル植物
Woody vine

合計
Total

液果 Fleshy 33 19 45 14 111 
乾果 Dry 18  7  6  1  32 
合計 Total 51 26 51 15 143 
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る割合が有意に高かったが，他の 2種は統計学的に有意な
偏りを示さなかった（表‒2）。生活型別の分析では，ツキ
ノワグマでは高木の果実種が占める割合が高かったが，テ
ンでは低木とツル植物が占める割合が高く，タヌキはツル
植物への偏りが特に大きかった（表‒2）。生活史×果実タ
イプでの検討結果も以上の結果を反映し，ツキノワグマは
高木の液果・乾果とツル植物の液果，テンは低木とツル植
物の液果，タヌキは高木とツル植物の液果に偏っていた。

IV.　考　　　　　察

　1.　果実利用の種間差
　本研究の結果，幅広い分類群に属する木本植物の果実が
ツキノワグマ，テン，タヌキによって利用され，地理的に
も本州以南に広く高頻度で分布する分類群（たとえばサ
クラ属，ブドウ属，アケビ属等）の果実が，これらの食
肉目によく利用されていることが示された。これは，日
本の食肉目が多様な生息環境で空間的，時間的に最も利
用しやすい食物を植生の中から柔軟に選択して利用して
いることを示すものであり，同様の報告は海外にも多い
（Debussche and Isenmann, 1989； Herrera, 1989; Willson, 

1993; Martinoli et al., 2001）。これはまた，食肉目が進化の
過程で肉食性から雑食性を獲得して生息範囲を広げてきた
（池田，1996）ことを反映しているものと考えられる。
　個別にみると，ツキノワグマも，既存の報告（橋本・高槻，
1997）のように果実への依存度が高いことが示された。ツ

キノワグマのように大きな体をもつ動物は，栄養価は高い
が一度にまとまった量を得ることが難しい動物質の食物よ
りも，採取効率の高い果実が食物資源として重要であると
考えられる。一方，タヌキやテンも果実，特に秋に結実す
る果実（たとえばサルナシ属，ブドウ属等）の利用頻度が
高いことが示され，主要な食物の一つである昆虫が減少す
る秋以降は果実への依存度が高まるものと考えられる（た
とえば，Hirasawa et al., 2006; 中村ら，2001）。これは，秋
から冬にかけてテンの糞から果実の出現割合が増えるとい
う報告と合致するものである（山岸，1990；山本，1994；
楠井・楠井，1995；中村，2001）。
　一方，3種の間で果実の利用に差異があることも示され
た（表‒1）。その内容を果実タイプ・生活型の視点から分
析した結果，3種とも，ツル植物の液果をよく利用してい
た一方で，ツキノワグマは高木の果実，特にブナ科，ミズ
キ科の果実をよく利用し，タヌキもエノキ属やカキノキ
属などの高木の果実をよく利用していた（付表）。一方，
テンは木登りが上手であるにもかかわらず（細田・鑪，
1996），キイチゴ属，グミ属，ガマズミ属などの低木種の
利用が高木種よりも多かった。その理由の一つとして，果
実タイプの違いによる利用の偏りが考えられる。ツキノワ
グマと異なりテンは，乾果よりも液果タイプを利用する
が（表‒1），高木は低木・ツル植物よりも堅果性の樹種が
相対的に多い。本研究の結果ではテンによる高木の堅果の
利用がほとんどみられなかったため（付表），テンによる
高木の利用が他 2種よりも相対的に低く検出された可能性

表‒2.　ツキノワグマ，テン，タヌキによる採食が確認された観測種数とその期待種数を果実タイプ，生活型ごとに示す
Observed and expected number of species consumed by each of Asiatic black bear, Japanese marten and Raccoon dog categorized by 
life forms and/or fruit types.  

ツキノワグマ　Asiatic black bear テン　Japanese marten タヌキ　Raccoon dog
観測種数
Observed

期待種数
Expected

観測種数
Observed

期待種数
Expected

観測種数
Observed

期待種数
Expected

果実タイプ　fruit type
液果　fleshy fruit 67 70.3 76 67.9 43 38.7
乾果　dry fruit 22 18.7 10 18.1  6 10.3
偏りの有意水準　significance level p＝0.220 p＝0.001 p＝0.097

生活型　life form
高木　canopy species 39 31.0 21 29.9 19 17.0
亜高木　subcanopy species 15 16.1 14 15.6 10  8.9
低木　shrub 24 32.2 38 31.2 11 17.8
ツル植物　woody vine 11  9.7 13  9.3  9  5.3
偏りの有意水準　significance level p＝0.006 p＝0.002 p＜0.001

果実タイプ×生活型　fruit type×life form
液果・高木　fleshy, canopy 24 21.3 19 20.6 17 11.7
液果・亜高木　fleshy, subcanopy 12 11.6 10 11.2  7  6.4
液果・低木　fleshy, shrub 20 28.4 34 27.4 11 15.6
液果・ツル植物　fleshy, woody vine 11  9.0 13  8.7  8  5.0
乾果・高木　dry, canopy 15  9.7  2  9.3  2  5.3
乾果・その他　dry, other life forms  7  9.0  8  8.7  4  5.0
偏りの有意水準　significance level p＝0.002 p＜0.001 p＝0.031

期待値は観測値の合計を総種数（採食された種数＋採食の確認されなかった種数）内のカテゴリー比で比例配分することで求めた。なお，亜高木，低木，
ツル植物では乾果タイプの種数が少なかったので，生活型×果実タイプの集計ではこれらを一括して「その他」とした。採食の観測された種数と観測され
なかった種数で分割表を作成し，χ 2検定によってカテゴリー間の偏りを種ごとに検定した。
The significance levels of bias were analyzed by χ 2-tests.
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がある。また，ツキノワグマとタヌキとでは同じ高木の果
実を利用するにしても高木種の果実へアクセスする能力の
高低が，果実種の差となって表われている可能性がある。
ツキノワグマは高木の樹冠部まで登り，そこで枝を引き寄
せて，樹上に結実した果実を食べることがよく知られてい
る（Koike et al., in press）。このため，ツキノワグマの高
木の果実の利用が高いものと考えられる。一方，タヌキは
木登りがあまり上手ではなく，とくに枝のない直立した幹
に登ることは難しいと指摘されている（芝田，1996；岸本，
2003）。よって，タヌキによる高木種の果実の利用は，お
そらく成熟後すぐに自然落果するような果実が対象である
と考えられる。また，マント群落に存在するようなツル植
物の果実も，容易に手や口が届き，あるいは上りやすいた
めタヌキの利用しやすい食物資源であると予想される。
　果実の栄養成分の観点からも，ツキノワグマと他 2種の
間に差異がみられた。今回ツキノワグマに高頻度で利用さ
れていた果実のうち，ブナ属，クルミ属，ミズキ属などは
粗脂肪に富む（Hoshizaki and Miguchi, 2005 ; 正木，未発
表データ）。一方，他の果実は，主に可溶無窒素物（糖や
澱粉）がおもな栄養成分である（正木，未発表データ）。
ツキノワグマは冬眠し，さらに，冬眠中のエネルギー源
はおもに冬眠前に蓄えた体脂肪であるため（坪田，2000），
秋の段階で大量の餌を摂取して，脂肪を体内に蓄えておく
必要がある。また，秋季に摂取された栄養素のうち，炭水
化物よりも脂肪の方が冬眠中に効率的な代謝をすることが
知られている（坪田，2000）。これらのことから，ツキノ
ワグマが秋季に摂取するものとしては炭水化物よりも脂質
の方が適していると考えられる。そのため，特にツキノワ
グマでは秋季の人里への出没とブナ属の結実の豊凶につい
ての関連性が指摘されている。しかし，その詳細なメカニ
ズムは不明であり（Oka et al., 2004），冬眠前におけるブ
ナ属果実への依存性については，飼育個体を用いるなどの
方法で検証を行う必要がある。一方，冬眠しないテンにとっ
て秋季から春季にかけての重要な食物は，樹上に残ってい
る果実（たとえばマタタビ属など）であることが知られて
いる（山岸，1990）。そのため本研究では，秋の段階での
果実の選択において脂質の多寡の影響が少ないという結果
に反映されたと考えられる。ただ，積雪の多い寒冷地では
タヌキは冬眠し，秋に脂肪を蓄えることが知られている（芝
田，1996）。しかし，積雪地におけるタヌキの食性につい
ての報告がまだ少ないため，現時点で得られる情報だけで
は，その果実利用が十分に把握されていない可能性が考え
られる。
　2.　種子散布者としての可能性
　本研究から 3種の食肉目は種子散布者として機能して
いる可能性が考えられた。今回確認された 138種のうち液
果性の樹種は 111種にも上り，たとえばテンはそのうちの
76種を，ツキノワグマは 68種を利用していた。本研究で
整理した情報だけでは，摂食や体内通過に伴う種子の物理
的な破壊の有無や程度はわからない。しかし，過去の報告

では，ツキノワグマ（小池ら，2003）やタヌキ（加藤ら，
2000）の糞から出現する液果の種子の多くが無傷であるこ
とが知られている。このことは，ツキノワグマの飼育個体
を用いた実験でも確認されている（Koike et al., in press）。
また，海外でも，キツネ，アナグマ，テンの糞に含まれる
多くの液果の種子についても，その多くが無傷であること
が知られている（Herrera，1989）。これは，食肉目では切
歯が発達し，臼歯が未発達なためと考えられる。したがっ
て，日本の森林においてこれらの食肉目各種も液果の種子
散布者として機能している可能性が高い。しかし，これら
3種が植物の種子の分散や発芽・定着に与える影響は異な
ると考えられる。たとえば，アナグマやタヌキは 1カ所に
ため糞をするため（金子，1996；芝田，1996）1カ所に集
中的に種子が散布されることがあるが，テンにはそういう
習性はみられない。今後は，散布形態の場所の特性が実生
に及ぼす影響や実生の定着過程を追跡することで，各種の
散布者としての特性をより明らかにする必要がある。

V.　今 後 の 課 題

　以上のように本研究では，3種の食肉目の果実利用の大
きな傾向を把握することができた。また，こういった動物
の食性情報が，動物の行動研究や植物の種子散布研究の基
盤となることも示された。よって，今後もこのような基礎
データの収集や整理が求められる。しかしそれには，いく
つかの問題点を克服する必要がある。
　第一に，情報の質のばらつきである。ツキノワグマの場
合，今回のデータは通年に及ぶ大規模な食性調査の結果（た
とえば，羽澄ら，1997）から，断片的な記載に留まる結果（た
とえば，両角ら， 1974）までが含まれている。さらに，そ
れぞれの報告の調査方法が異なっている。たとえば，糞分
析法でも，Hashimoto（2002）は重要値によって調査を行っ
たが，Nozaki et al. （1991）は乾燥重量という方法を用い
ている。以上のように，本研究で収集・整理した情報には，
質のばらつきが大きい，という問題点があることは否めな
い。よって今後は，統一的な手法による広域で比較可能な
研究の進展が望まれる。また，それにおいては，調査地域
の植生の情報やマスティングの習性をもつ樹木（たとえば
Shibata et al., 2002）の結実情報など，植物側の情報も調査
対象に含まれるべきである。もちろん，植物側の果実の特
性（結実季節，落果速度，栄養評価，結実の年変動）の調
査・データベース化も必要であろう。
　第二に，種間における情報量の差があげられる。本研究
では，人間との軋轢が多く，行政においても大きな問題と
なっているツキノワグマの報告数は比較的多かったが，そ
の他の食肉目に関する情報は相対的に少なかった。種に
よってはそもそも研究事例が少ないことも考えられるが，
食性は多くの動物生態学的研究の基本でもあるので，断片
的な糞分析結果など未公表の情報はさまざまな種について
かなり蓄積されていると推測される。今後はこういった情
報を何らかの方法で収集し，公表データの少ない種の分析
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をより充実させることも重要な課題である。
　第三に，果実の採食量や採食頻度など，動物側のより定
量的なデータも必要である。そのためには，飼育個体を用
いた供餌試験などによって野外で得ることが難しい情報を
集積することも有効であろう。
　今後，以上のような問題点を克服していくことで，今回
対象とした 3種以外も含めた食肉目の野外での生態（たと
えば年次間・季節間での食物資源の変動に対応した食性の
変化など）が徐々に明らかになり，また，森林における食
肉目による種子散布の意義等も解明されていくものと考え
る。
　
　本研究は財団法人とうきゅう環境浄化財団の研究助成，
および環境省国立公害等防止プロジェクト「ツキノワグマ
の出没メカニズムの解明と出没予測手法の開発」の研究助
成により行われた。また，財団法人自然環境研究センター
の藤田昌弘氏には西中国山地の，茨城県自然博物館の山﨑
晃司氏には茨城県のツキノワグマの食性に関するデータを
提供していただき，また，森林総合研究所の柴田銃江氏に
はブナ堅果の栄養成分についてご教示をいただいた。広島
県の藤井　猛氏，鳥取県林業試験場の西　信介氏，東京農
工大学の小坂井千夏氏には，文献の紹介をいただいた。ま
た，立山カルデラ砂防博物館の後藤優介氏・東京農工大学
の有本　勲氏には，富山県のツキノワグマの食性に関する
データを提供していただくとともに，取りまとめに協力い
ただいた。以上の皆様に深く感謝を申し上げる。
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付表‒1.　 食肉目（ツキノワグマ ,テン ,タヌキ ,キツネ ,アナグマ ,イタチ ,チョウセンイタチ ,ハクビシン ,オコジョ ,ノイヌ）
による果実の摂食が確認された木本種とその地域（都府県単位）

List of species, fruits of which were observed to be fed on by Carnivora in fields （Prefectures are also shown where feedings 
were observed）.

科
Family

属
Genus

種
Species

生活史
Life 
style

果実
Fruit 
type

ツキノワグマ
Ursus thibetanus

テン
Martes melampus

タヌキ
Nyctereutes 

procyonoides

キツネ
Vulpes 
vulpes

アナグマ
Meles meles その他

イチョウ科
（Ginkgoaceae）

イチョウ属（Ginkgo） イチョウ（G. biloba） lt f 富 東 ●神,静

マツ科
（Pinaceae）

マツ属（Pinus） ハイマツ（P. pumila） sb d 長,富 富 富
チョウセンゴヨウ（P. koraiensis） lt d 長,富,石

モミ属（Abies） シラビソ（A. Veitchil） lt d 長
オオシラビソ（A. mariesii） lt d 富

ツガ属（Tsuga） コメツガ（T. diversifolia） lt d 富 富 富
ヒノキ科
（Cupressaceae）

ネズミサシ属（Juniperus） ミヤマネズ（J. communis） sb d 秋

イヌガヤ科
（Cephalotaxaceae）

イヌガヤ属（Cephalotaxus）イヌガヤ（C. harringtonia） lt f 崎

イチイ科
（Taxaceae）

イチイ属（Taxus） イチイ（T. cuspidata） st f 秋,東,石
カヤ属（Torreya） カヤ（T. nucifera） lt f 形,神,富 奈 東

クルミ科
（Juglandaceae）

不明（ Genus and species 
unidentifi ed）

東

クルミ属（Juglans） オニグルミ（J. mandshurica） lt d 青,岩,秋,形,群,
埼,東,神,梨,長,富,
石,岐,京,広,
島,口

カバノキ科
（Betulaceae）

カバノキ属（Betula） 不明（B. spp.） 埼,静,岐,京,徳
ミズメ（B. grossa） lt d 栃,静

ハンノキ属（Alnus） オオバヤシャブシ（A. sieboldiana） lt d ○東
ハシバミ属（Corylus） ツノハシバミ（C. sieboldiana） sb d 秋,長,富
クマシデ属（Carpinus） サワシバ（C. cordata） lt d ▲栃

クマシデ（C. japonica） lt d 石,岐 栃 栃 ○栃
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付表‒1.　 つづき
科

Family
属

Genus
種

Species
生活史

Life 
style

果実
Fruit 
type

ツキノワグマ
Ursus thibetanus

テン
Martes melampus

タヌキ
Nyctereutes 

procyonoides

キツネ
Vulpes 
vulpes

アナグマ
Meles meles その他

ブナ科
（Fagaceae）

不明（ Genus and species 
unidentifi ed）

埼,東

ブナ属（Fagus） ブナ（F. crenata） lt d 岩,秋,形,栃,群,
埼,東,神,梨,長,
新,富,石,静,岐,
徳,広,島,口

イヌブナ（F. japonica） lt d 栃,群,東,神,梨,
広,島,口

コナラ属（Quercus） クヌギ（Q. acutissima） lt d 神,京 富
アベマキ（Q. variabilis） lt d 広,島,口
ミズナラ（Q. crispula） lt d 秋,形,栃,埼,東,

神,梨,長,富,石,
静,岐,徳,京,島,

広,口

東,広 栃,東,
石

長

コナラ（Q. serrata） lt d 秋,形,群,東,神,
梨,岐,京,広,島,口

東

ウラジロガシ（Q. salicina） lt d 京
クリ属（Castanea） クリ（C. crenata） lt d 青,岩,秋,形,栃,

群,埼,東,神,梨,
長,富,石,静,岐,
京,島,広,島,口

埼,広

ニレ科
（Ulmaceae）

ムクノキ属（Aphananthe） ムクノキ（A. aspera） lt f 奈,大,崎 東,島 ●神
エノキ属（Celtis） 不明（C. spp.） 東

エゾエノキ（C. jessoensis） lt f 岐,広,島,口 東
エノキ（C. sinensis） lt f 梨,石,静 奈,大,崎 形,東,三,島 ●静,神

クワ科
（Moraceae）

クワ属（Morus） 不明（M. spp.） 東
ヤマグワ（M. australis） st f 岩,秋,東,神,梨,静 東,長,大,崎 形,東,千,神,崎 ○高

カジノキ属（Broussonetia）ヒメコウゾ（B. kazinoki） st f 東 東 形,東
ツルコウゾ（B. kaempferi） vn f 崎

イチジク属（Ficus） イヌビワ（F. erecta） st f 崎 三,島,崎
モクレン科
（Magnoliaceae）

モクレン属（Magnolia） ホオノキ（M. obovata） lt f 岩
コブシ（M. praecocissima） lt f 岩 大

マツブサ科
（Schisandraceae）

マツブサ属（Schisandra） マツブサ（S. nigra） vn f 岩,東,梨,長,京 栃

クスノキ科
（Lauraceae）

不明（ Genus and species 
unidentifi ed）

東

ニッケイ属（Cinnamomum）クスノキ（C. camphora） lt f 東
タブノキ属（Machilus） タブノキ（M. thunbergii） lt f 京
クロモジ属（Lindera） カナクギノキ（L. erythrocarpa） lt f 京

クロモジ（L. umbellata） sb f 青,岩,群,梨,長,
富,静,岐,広,島,口

アブラチャン（L. praecox） st f 神,梨
シロモジ（L. trilobum） lt f 京

アケビ科
（Lardizabalaceae）

ムベ属（Stauntonia） ムベ（S. hexaphylla） vn f 崎 東,島,崎
アケビ属（Akebia） 不明（A. spp.） 静 秋,栃,埼,東,長 長 東,長 東

アケビ（A. quinata） vn f 秋,形,神,東,梨,
長,静,岐,京

東,長,奈,和,京
兵,大

東,神,三,島 長,京 ○高

ミツバアケビ（A. trifoliata） vn f 梨 奈,大
マタタビ科
（Actinidiaceae）

マタタビ属（Actinidia） 不明（A. spp.） 長 東,神,長 栃 長 ○栃
サルナシ（A. arguta） vn f 岩,秋,形,栃,群,

埼,東,神,梨,長,
富,静,岐,広,島,口

秋,形,栃,埼,東
梨,長,石,奈,大

東,形 東,長,
京,石

長 ○栃,●静

マタタビ（A. polygama） vn f 岩,秋,東,神,梨,
長,石,京,徳

東,長,奈,兵,京 長,広 東,長,京 ○大,△石

ミヤママタタビ（A. kolomikta） vn f 長 長
ツバキ科
（Theaceae）

ヒサカキ属（Eurya） ハマヒサカキ（E. emarginata） st f 崎
ヒサカキ（E. japonica） st f 奈,兵,崎,大 三 ○東

マンサク科
（Hamamelidaceae）

マルバノキ属（Disanthus） マルバノキ（D. cercidifolius） st d 岐

バラ科
（Rosaceae）

サクラ属（Prunus） 不明（P. spp.） 岩,新,静,広,島,口 栃,東,梨,長 東,長 栃,長 東 ○栃
ウメ（P. mume） st f 梨
スモモ（P. salicina） st f 京,広,島,口
ウワミズザクラ（P. grayana） lt f 青,岩,秋,栃,埼,

神,東,梨,長,富,石,
静,岐,京,広,島,口

東,長,石,大 形,東 栃,東,
石

東

ミヤマザクラ（P. maximowiczii） lt f 栃,埼,東,神,梨,
長,静

栃,東 東 東

チョウジザクラ（P. apetala） st f 梨
マメザクラ（P. incisa） st f 東,梨 東 東 東 東
ソメイヨシノ（P. × yedoensis） lt f 埼
タカネザクラ（P. nipponica） st f 梨 秋,石 石
オオシマザクラ（P. speciosa） lt f 栃,崎
オオヤマザクラ（P. sargentii） lt f 東,梨,富
カスミザクラ（P. verecunda） lt f 東,梨 東 形,東 東 東
ヤマザクラ（P. jamasakura） lt f 栃,群,東,神,梨,

広,島,口
東,奈,崎 東,神 東 ○高

バラ属（Rosa） ノイバラ（R. multifl ora） sb f 長,大 東
モリイバラ（R. jasminoides） sb f ○高
テリハノイバラ（R. wichuraiana） sb f 大

キイチゴ属（Rubus） 不明（R. spp.） 岩,栃,埼,石,富,
静,京,広,島,口

栃,東,長,和,崎 東,長 栃,東,
長

東 ○栃,東

フユイチゴ（R. buergeri） sb f 京 奈,大 三
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付表‒1.　 つづき
科

Family
属

Genus
種

Species
生活史

Life 
style

果実
Fruit 
type

ツキノワグマ
Ursus thibetanus

テン
Martes melampus

タヌキ
Nyctereutes 

procyonoides

キツネ
Vulpes 
vulpes

アナグマ
Meles meles その他

バラ科
（Rosaceae）

ニガイチゴ（R. microphyllus） sb f 石,崎 石
ミヤマニガイチゴ（R. koehneanus） sb f 梨 石 石
クマイチゴ（R. crataegifolius） sb f 梨,富,岐 大 ○高
モミジイチゴ（R. palmatus） sb f 梨,岐 奈,大 形,埼 東
ベニバナイチゴ（R. vernus） sb f 富 富,石 富,石 △富
クサイチゴ（R. hirsutus） sb f 奈,崎 東 ○高
ミヤマウラジロイチゴ（R. yabei） sb f 長
ナワシロイチゴ（R. parbifolius） sb f 岐 崎 長
ウラジロイチゴ（R. phoenicolasius） sb f 梨,長 石

ナナカマド属（Sorbus） 不明（S. spp.） 秋,栃 ○栃
ナナカマド（S. commixta） st f 形,栃,群,梨,長,富,

岐
東,石

アズキナシ（S. alnifolia） lt f 栃,梨
ウラジロナナカマド（S. 
matdumurana）

st f 富

ウラジロノキ（S. japonica） lt f 栃,群,梨,広,島,口 奈,大 形
シャリンバイ属（Rhaphiolepis） シャリンバイ（R. indica） sb f 崎
カマツカ属（Pourthiaea） カマツカ（P. villosa） st f 茨,梨
ボケ属（Chaenomeles） クサボケ（C. japonica） sb f 栃 栃 ○栃
リンゴ属（Malus） 不明（M. spp.） 長 長

ズミ（M. toringo） sb f 栃,群,梨,岐,広,島,
口

長,崎 長 長

オオウラジロノキ（M. tschonoskii） lt f 神,静 形
ミカン科
（Rutaceae）

サンショウ属（Zanthoxylum）カラスザンショウ（Z. ailanthoides） lt f 島
キハダ属（Phellodendron） キハダ（P. amurense） lt f 富

センダン科
（Meliaceae）

センダン属（Melia） センダン（M. azedarach） lt f 島 ●静

ドクツツギ科
（Coriariaceae）

ドクウツギ属（Coriria） ドクウツギ（C. japonica） sb f 栃,石,大 石

ウルシ科
（Anacardiaceae）

ウルシ属（Rhus） 不明（R. spp.） 栃,群 東
ツタウルシ（R. ambigua） vn d 形
ヌルデ（R. javanica） st d 長 ○高
ヤマウルシ（R. trichocarpa） st d 崎
ヤマハゼ（R. sylvestris） sb d 崎

カエデ科
（Aceraceae）

カエデ属（Acer） 不明（A. spp.） 岩,石,静,岐 東

トチノキ科
（Hippocastanaceae）

トチノキ属（Aesculus） トチノキ（A. turbinata） lt d 京

モチノキ科
（Aquifoliaceae）

モチノキ属（Ilex） 不明（I. spp.） 長
イヌツゲ（I. crenata） st f 大
ソヨゴ（I. pedunculosa） sb f 奈
クロガネモチ（I. rotunda） lt f 岐
モチノキ（I. integra） lt f 石 崎
タマノミズキ（I. micrococca） sb f 崎
アオハダ（I. macropoda） lt f 岩,栃,東,梨,富,

静,岐,京,広,島,口
栃,大 三 ○栃,▲栃

ミツバウツギ科
（Staphyleaceae）

ミツバウツギ属（Staphylea）ミツバウツギ（S. bumalda） sb d 東

クロウメモドキ科
（Rhamnaceae）

ケンポナシ属（Hovenia） ケンポナシ（H. dulcis） st d 富 東 形,埼,東
ケケンポナシ（H. tomentella） st d 奈 神

クマヤナギ属（Berchemia）クマヤナギ（B. racemosa） vn f 岩,秋,東,神,梨 栃 栃
ニシキギ科
（Celastraceae）

ツルウメモドキ属
（Celastrus）

ツルウメモドキ（C. orbiculatus） vn f 長 長 栃 ○高

ブドウ科
（Vitaceae）

ブドウ属（Vitis） 不明（V. spp.） 埼 東,長 東,千,神,長 ●静
サンカクヅル（V. fl exuosa） vn f 秋,東,京 埼,奈
ヤマブドウ（V. coignetiae） vn f 青,岩,秋,形,栃,

群,埼,東,神,梨,
長,富,石,静,岐,
京,徳,京,広,島,口

秋,栃,東,長,石,
京,兵

東,長 栃,長,
京

エビヅル（V. thunbergii） vn f 石,岐 東,大,崎 崎
ノブドウ属（Ampelopsis） ノブドウ（A. leeoides） vn f 梨 崎 島

グミ科
（Elaenacnaceae）

グミ属（Elaeagnus） 不明（E. spp.） 岐,京 崎
アキグミ（E.umbellata） sb f 栃,群,梨,岐 奈,大,崎 島,崎 栃
ナツグミ（E. multifl ora） sb f 京
ニッコウナツグミ（E. nikoensis） sb f 栃
ナワシログミ（E. pungens） sb f 崎

キブシ科
（Stachyuraceae）

キブシ属（Stachyurus） キブシ（S. praecox） sb f 岩,東,神 東,奈,崎 形,東,神 東 ○東

ウリノキ科
（Alangiaceae）

ウリノキ属（Alangium） ウリノキ（A. platanifolium） sb f 群

ミズキ科
（Cornaceae）

ミズキ属（Swida） 不明（S. spp.） 東
クマノミズキ（S. macrophylla） lt f 岩,富,石,京
ミズキ（S. controversa） lt f 岩,秋,栃,群,東,

神,梨,長,富,石,
静,岐,京,広,島,口

京 東 石,京

ヤマボウシ属（Benthamidia）ヤマボウシ（B. japonica） lt f 岩,栃,群,東,神,梨,
富,京,徳,広,島,口

栃,東,奈,兵,大 形 栃,東 ○栃

ウコギ科
（Araliaceae）

タラノキ属（Aralia） タラノキ（A. elata） st f 形,長 長
カクレミノ属（Dendropanax） カクレミノ（D. trifi dus） st d 三
ウコギ属（Acanthopanax） 不明（A. spp.） 富 東

コシアブラ（A. sciadophylloides） lt f 石,大
タカノツメ属（Evodiopanax）タカノツメ（E. innovans） st f 栃,群,石,岐,京
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ツキノワグマ
Ursus thibetanus

テン
Martes melampus

タヌキ
Nyctereutes 

procyonoides

キツネ
Vulpes 
vulpes

アナグマ
Meles meles その他

リョウブ
（Clethraceae）

リョウブ属（Clethra） リョウブ（C. barbinervis） lt d 栃

ツツジ科
（Ericaceae）

不明（ Genus and species 
unidentifi ed）

栃

ホツツジ属（Elliottia） ホツツジ（T. paniculata） sb d 形,石 石
スノキ属（Vaccinium） シャシャンボ（V. bracteatum） sb f 崎

ナツハゼ（V. oldhami） sb f 石 形 石
オオバスノキ（V. smallii） sb f 秋,石
ウスノキ（V. hirtum） sb f 石 石
クロマメノキ（V. uliginosum） sb f 石 石
クロウスゴ（V. ovalifolium） sb f 石 富,石 △石
マルバウスゴ（V. shikokianum） sb f 富
アクシバ（V. japonicum） sb f 石

カキノキ科
（Ebenaceae）

カキノキ属（Diospyros） 不明（D. spp.） 東
カキノキ（D. kaki） lt f 形,東,神,梨,長,

富,京,島,広,口
形,東,千,長,奈,
兵,大,崎

埼,東,千,神,三
広

東,広 東 ○崎,●神,
静

エゴノキ科
（Styracaceae）

エゴノキ属（Styrax） ハクウンボク（Styrax obassia） st d 埼

ハイノキ科
（Symplocaceae）

ハイノキ属（Symplocos） 不明（S. spp.） 崎
サワフタギ（Symplocos chinensis） sb f 栃,群,富
クロキ（Symplocos lucida） st f 島,崎

モクセイ科
（Oleaceae）

イボタノキ属（Ligustrum）ミヤマイボタ（L. tschonoskii） sb f 梨,長 長 長

クマツヅラ科
（Vervenaceae）

ムラサキシキブ属（Callicarpa） 不明（C. spp.） 東
ムラサキシキブ（C. japonica） sb f 東,大

クサギ属（Clerodendrum） クサギ（C. trichotomum） sb f 岐
ハマクサギ属（Premna） ハマクサギ（P. microphylla） sb f 崎

スイカズラ科
（Caprifoliaceae）

ニワトコ属（Sambucus） ニワトコ（S. racemosa） sb f 長,奈
ガマズミ属（Viburnum） 不明（V. spp.） 長 東

オオカメノキ（V. furcatum） sb f 栃,梨,富,石,岐 秋,栃,長,富,石 富 ○栃
オトコヨウゾメ（V. phlebotrichum） sb f 栃,梨,長
テリハコバノカマズミ（V. erosum） sb f 崎
ミヤマガマズミ（V. wrightii） sb f 島
ガマズミ（V. dilatatum） sb f 梨,京 奈 埼

スイカズラ属（Lonicera） ヤマウグイスカグラ（L. gracilipes） sb f 栃
タニウツギ属（Weigela） ハコネウツギ（W. coraeensis） sb f ○東

ツキノワグマ（Ursus thibetanus）：青森（青森県，1990），岩手（長谷川，1991；坂本・青井，2006；西尾ら，2006），秋田（小笠原・内藤，1983；米田，1996），山形（大津，1981；斉藤・大泉，
1995），茨城（山崎，未発表データ），栃木（羽澄ら，1985；金澤，1997；佐藤，2007；小池，未発表データ），群馬（大西，2001；佐藤，2007；小池，未発表データ），埼玉（Hashimoto, 2002），東京（山
崎ら，1996；小池，未発表データ），神奈川（羽澄ら，1997），山梨（小池ら，2003；小池，未発表データ），長野（両角ら，1974；高田，1979；Huygens et al., 2003），新潟（新潟県，1999），富山（富
山県，1986，1988；富山クマ緊急調査グループ・日本クマネットワーク，2005；後藤ら，2006；南部・後藤，2007；富山県･ NPO法人ライチョウ保護研究会，2007；後藤・有本，未発表データ），
石川（Nozaki et al., 1983；山本，1973；水野，1985），静岡（鳥居，1989；静岡県・静岡野生動物研究会，2005），岐阜（東ら，1976；溝口，1993，1994；溝口ら，1996；堀内ら，2002；吉田ら，
2002），奈良（鳥居・高野，2006），京都（渡辺，1970；山本，1973；渡辺，1974），徳島（山本，1970，1973），島根（島根県，2001；澤田ら，2006；藤田，未発表データ），広島（藤田，未発表デー
タ），山口（藤田，未発表データ）。
テン（Martes melampus）：秋田（Otani，2002），山形（大津，1972），栃木（金沢，1997），埼玉（山岸，1990），東京（中村ら，2001；小池ら，2006），山梨（中村，2002），長野（高田，1977；
宮尾･黒瀬，1977；鈴木ら，1976，1977；山本，1994），富山（富山県 1985a，b，北原 1985，1986），石川（上馬ら，2005)，奈良（楠井・楠井，1995，1998，1999），和歌山（白附，1972），京都（近
藤，1980），兵庫（白附ら，1973），大分（荒井ら，2003），長崎（阿部･石井，1987；朝日・奥浜，1971；Tatara and Doi, 1994）。
タヌキ（Nyctereutes procyonoides）：山形（加藤ら，2000），栃木（金澤，1997），埼玉（糟河，2001），東京（手塚・遠藤，2005；Hirasawa et al., 2006；小池ら，2006），千葉（佐伯，1996），神奈川（Sasaki 
and Kawabata, 1994；山本，1991a；山本・木下，1994），長野（宮尾，1972；山本，1994），三重（角谷ら，1999），島根（宮田ら，1989），広島（湯川，1970），長崎（Ikeda et al., 1979）
キツネ（Vulpes vulpes）：栃木（竹内，1995；金澤，1997；小金澤・黒川，1983），東京（小池ら，2006），長野（両角，1974；宮尾ら，1977；山本，1994），富山（富山県，1985a，b；北原 1985，
1986，1987；曽根，2006），石川（上馬ら，2005)，京都（近藤，1980），広島（湯川，1970）。
アナグマ（Meles meles）：東京（金子，2001；小池ら，2006），長野（山本，1991b，1994），広島（湯川，1970）。
その他の項目で，○はイタチ（Mustela itatsi）およびチョウセンイタチ（Mustele sibirica）：山形（大津，1971），栃木（金澤，1997），東京（藤井，1998；上杉，1995），三重（朝日，1975），奈良（朝日，
1975），京都（朝日，1975），和歌山（朝日，1975），兵庫（朝日，1975），高知（古屋ら，1979），西日本各地（朝日，1975），大分（岩下・古寺，1936)，△はオコジョ（Mustela erminea）：富山（北原，
1985；富山県，1985a；曽根，2006），石川（上馬ら，2005），●はハクビシン（Paguma larvata）：長野（宮尾，1977），神奈川（青木，2003），静岡（Torii, 1986；鳥居，1991），▲はノイヌ（Canis 
familiaris）：栃木（Ban et al., 1995；金澤，1997）を表す。
都府県：青，青森；岩，岩手；秋，秋田；形，山形；茨，茨城；栃，栃木；群，群馬；埼，埼玉；東，東京；千，千葉；神，神奈川；梨，山梨；長，長野；新，新潟；富，富山；石，石川；静，
静岡；岐，岐阜；三，三重；京，京都；奈，奈良；和，和歌山；兵，兵庫；高，高知；徳，徳島；島，島根；広，広島；口，山口；大，大分；崎，長崎。
生活史：lt，高木；st，亜高木；sb，低木；vn，ツル植物。
果実：f， 液果；d，乾果。




